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成果の概要 

The 34th International Symposium on Free Radicals 

開催地：神奈川県 湘南国際村センター 

会期：2017 年 8月 27 日−9 月 1 日 

 

京都大学大学院理学研究科教授 鈴木俊法 

（共同開催者：東京工業大学教授 大島康裕、東京理科大学教授 築山光一） 

 

標記の学術会議は 1956 年から隔年で行われている Free Radical（不対電子を持つ反応活性な

化学種の総称）に関する国際会議であり、これら分子の構造を明らかにする分光学者、反応性

を研究する化学反応研究者、さらに大気圏あるいは星間空間における Free Radical の科学を

議論する地球科学・天文学などの研究者が集う会議である。同会議が日本で開催されるのは 3

回目であり、1979 年に故森野米三東大教授と田中郁三東工大教授が共催した第 1 回目、1990

年に廣田榮治分子科学研究所教授が開催した第 2回目に続く会議である。前回の開催から実に

25 年以上経過しており、我が国ならびに東アジア地域の学術研究の発信のために、同会議の

招致が切望されていた。 

代表者らは、同会議の誘致を 2013 年のドイツポツダムにおける国際委員会に提案して了承を

得た後、2016 年から本格的に準備を開始した。本来であれば京都で開催することが望ましい

が、学会開催経費の関係から湘南国際村センターで開催することとした。同センターは会議の

ための施設であり開催経費が小さくて済むことや、成田・羽田からのアクセスも比較的便利で

あり、天候が良ければ富士山が臨める好立地である。また、喧噪な街から適切に離れており、

学術会議には相応しい場所であった。 

会議は 8月 27 日夕刻の reception 後に直ちに開始され、星間空間に存在する free radical の

マイクロ波分光による検出と、これを利用した分子雲のダイナミクスに関する研究などが議論

された。8 月 28 日午前は、星間空間に匹敵する極低温低密度条件を実験室内で実現して行う、

分子分光や化学反応の研究に議論が割かれた。午後は、電子運動と原子核の運動が複雑に絡み

合う極めて難解なスペクトルを呈する NO3ラジカルについて、廣田榮治分子科学研究所名誉教

授を中心に議論がなされ、座長である岡武史シカゴ大学名誉教授の極めて含蓄のある

introductory remarks と closing remarks によって、参加者一同量子力学黎明期からの研究

との繋がりや、最新の大規模量子化学計算の意味について深く考えさせられた。夜はポスター

セッションが開催されたが、それに先立ち、全てのポスター講演者がそれぞれ 1分間づつ自分

の研究の概要を口頭発表し好評を得た。8月 29 日午前は、X線自由電子レーザーを用いた新し

い実験の紹介から始まり、大気科学で重要な Criegee 錯合体の最新の研究成果が議論された。

夜は、前日と同様にポスターセッションが開催された。8 月 30 日午前は、free radical に関

する高分解能の分光研究と、真空中で radical を反応させる交差分子線実験などの詳細な議論



が行われた。夜のセッションでは、中国大連に建設された自由電子レーザーの実験や、大気科

学関連の反応速度測定実験が議論された。8 月 31 日午前は、放射光による内殻電子の観測に

よって溶液中の金属錯体を研究した例や、液体流の表面に free radical を衝突させ気液界面

での化学反応を研究する新しい実験などが紹介された。午後は、学会会場から鎌倉にexcursion

を行い、そのまま鎌倉で banquet を開催した。9月 1日には、参加者がそれぞれ帰途についた。 

主催者は、1年半前に招待講演者候補 60名を列挙し、その学術業績を詳細に分析して 22名を

選出した。さらに、競合する学会との関係を考慮して 2016 年 4 月にいち早く招待状を送付し

たため全ての招待講演者を招聘することができた。そのため、充実した学術会合を開催するこ

とができた。また、学会会場が都会からは離れた場所にあったが、地元の方の協力を得て、着

付け、茶の湯、習字、和菓子作りなど多彩な日本文化体験を Accompanying person に提供する

ことができ、研究者が学会に専念する間ご家族が日本に親しむ時間を設けることができた。そ

のため、学会は総じて非常に高い評価を受けた。学会開催後には、複数の研究者が京都まで足

を運び、その 1人は京都大学でセミナーを行った。学会会期中に国際委員会が開催され、主催

者として報告したが、2013 年にドイツポツダムで開催された第 32 回の会議と今回の会議を比

較すると、北米の参加者数は同様だが、欧州とアジアオセアニアの参加者数が全く逆転してい

た。国際会議をアジアで開く意義と理解している。今回会議を主催した我々3 名は今後国際委

員会の委員となることが決まっており、同分野の研究の発展と日本の研究者の支援を行ってい

く予定である。 

 


